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日
本
か
ら
の
観
光
客
は
年
間
二
百
万
人
を
超

え
ま
す
が
、
ハ
ワ
イ
に
本
願
寺
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
方
が
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
ハ
ワ
イ
別
院
は
、
そ
の
ハ
ワ
イ
州
の
州
都

で
あ
る
オ
ア
フ
島
ホ
ノ
ル
ル
に
位

置
し
て
い
る
ハ
ワ
イ
開
教
区
の
本

派
寺
院
の
な
か
で
最
大
規
模
の
寺

院
で
す
。

こ
の
ハ
ワ
イ
に
本
願
寺
の
開
教

が
始
ま
っ
た
の
は
、
官
約
移
民

（
一
八
八
五
年
）
が
始
ま
っ
て
か

ら
で
す
。
ハ
ワ
イ
別
院
は
、
そ
の

始
ま
り
が
ハ
ワ
イ
開
教
区
最
初
の

伝
道
拠
点
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
布
教

所
で
あ
り
、
布
教
所
が
別
院
に
昇

格
し
て
か
ら
も
輪
番
職
は
開
教
総

長
が
務
め
る
な
ど
、
長
く
開
教
の

中
心
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
そ
の
沿
革
は
、

昨
年
度
宗
報
誌
面
に
て
紹
介
さ
れ

た
ハ
ワ
イ
開
教
区
の
そ
れ
と
多
く

を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
、

大
分
県
出
身
の
曜�

�

日�

蒼�
�

龍�
�
�

師
が
当
時
の
ご
門

主
・
第
二
十
一
代
明�

�
�

如�
�

宗�
�
�

主�
�

の
激
励
を
う
け

て
ハ
ワ
イ
に
来
ら
れ
、
仮
布
教
所
を
開
い
て
他

島
に
も
布
教
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
〇

               GNOHAPNOH    IIAWAHIJNAWG   NIUSTEB         

ハワイ別院外観

宗報17-08読物.qxp_宗報  2018/05/21  10:18  ページ 24



情報コーナー

25 宗報 2017年８月号

〇
（
明
治
三
十
三
）
年
、
福
井
県
出
身
の
当
時

三
十
二
歳
で
あ
っ
た
今�

�

村�
�

恵�

猛�
�
�

師
が
現
在
の

開
教
総
長
に
当
た
る
「
監
督
」
に
就
任
し
、
在

任
三
十
二
年
の
間
に
日
本
語
学
校
を
設
立
、
婦

人
会
や
仏
教
青
年
会
を
組
織
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
は
ホ
ノ
ル

ル
布
教
所
が
別
院
に
昇
格
と
な
り
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
様
式
の
現
ハ
ワ

イ
別
院
本
堂
落
成
に
至
る
の
で
す
。
そ
の
間

に
、
師
は
本
格
的
に
英
語
伝
道
に
尽
力
さ

れ
て
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
は
、
ハ

ン
ト
氏
を
は
じ
め
と
し
て
白
人
の
数
名
が

帰�

敬�
�
�

式�
�

を
受
け
る
に
至
り
ま
す
。
そ
の

後
は
、
現
在
の
ハ
ワ
イ
最
大
の
仏
教
教
団

を
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
。
故
に
今
村

開
教
総
長
は
「
ハ
ワ
イ
の
中
興
の
祖
」
と

呼
ば
れ
て
今
で
も
慕�

�

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ハ
ワ
イ
別
院
の
最
盛
期
に
は
、
護

持
会
員
約
二
二
〇
〇
家
族
、
婦
人
会
々
員

八
五
〇
人
、
日
曜
学
校
生
徒
五
八
〇
名
を

数
え
る
に
至
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
二
度
教
団

並
び
に
別
院
の
存
続
の
危
機
が
あ
り
ま
し

た
。
一
度
目
は
一
九
二
〇
年
代
に
ハ
ワ
イ

全
島
で
起
こ
っ
た
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
耕
地
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
す
。
労
働
者
が
労

働
条
件
の
改
善
を
求
め
た
も
の
で
、
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
会
社
と
の
交
渉
に
今
村
開
教
総
長
が

尽
力
、
調
整
さ
れ
労
使
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

二
度
目
は
太
平
洋
戦
争
で
す
。
真
珠
湾
攻
撃
の

た
め
、
戦
争
の
間
お
寺
は
閉
鎖
さ
れ
、
開
教
使

は
米
本
土
に
強
制
収
容
さ
れ
、
お
寺
の
活
動
は

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
お
寺
は
篤�

�

信�
�

の

信
徒
で
護
持
さ
れ
た
の
で
し
た
。

戦
後
に
な
り
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）

年
、
米
国
内
初
の
仏
教
系
英
語
小
学
校
、
別
院

附
属
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
一

九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
に
は
ア
ネ
ッ
ク
ス

新
会
館
が
落
成
と
な
り
ま
す
。
一
九
七
五
（
昭 ハワイ別院起工式
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和
五
十
）
年
、
輪
番
職
が
総
長
職
か
ら
分
け
ら

れ
、
ハ
ワ
イ
別
院
は
ハ
ワ
イ
教
団
の
一
別
院
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年

に
は
ハ
ワ
イ
開
教
並
び
に
別
院
百
周
年
法
要
が

厳�
�

修�
�
�さ

れ
ま
し
た
。　
　

現
況
と
展
望

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
、
マ
ウ
イ
島

に
残
っ
て
い
た
ハ
ワ
イ
最
後
の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
耕
地
が
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ハ
ワ
イ
の
経
済
構
造
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
産
業
か
ら
、
軍
基
地
・
観
光
産
業
へ
と
完
全

に
変
化
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
変
化
に
よ
り
、
オ
ア
フ
島
以
外
の
島
の
人

口
流
出
と
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
ホ
ノ
ル

ル
、
オ
ア
フ
島
へ
の
人
口
過
密
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
、
収
入
の
面
に
お
い

て
有
利
な
米
本
土
へ
の
若
年
層
の
流
出
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て

ハ
ワ
イ
別
院
は
新
た
に
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・「
世
代
家
族
と
の
関
係
を
親
密
に
」

オ
ア
フ
以
外
の
島
に
住
む
信
徒
の
高

齢
化
に
伴
い
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
住

ん
で
い
る
オ
ア
フ
島
、
ホ
ノ
ル
ル
な
ど

の
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
移
り
住
む
人
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
こ
の
よ
う
な
信
徒
の
方
を
対
象
と
し

た
ケ
ア
ホ
ー
ム
訪
問
を
行
う
一
方
、
高

齢
の
信
徒
の
訪
問
を
通
じ
て
、
そ
の
若

い
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
い
互
い
に
親

し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
次
世
代
の

信
徒
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
は
新
興
住
宅
街
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
で
も
あ
り
ま
す
。

・「
仏
教
教
育
の
充
実
」

毎
週
日
曜
に
勤
め
ら
れ
る
二
回
の
日

本
語
法
要
と
二
回
の
英
語
法
要
を
は
じ

め
と
し
て
、
説
教
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
後
に
話
し
合
い
の
時
間
を
設
け
て
、

各
人
に
よ
り
深
く
み
教
え
を
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
開
教
使

が
得
意
と
す
る
音
楽
、
趣
味
な
ど
を
通
し
て
、

各
四
回
ま
た
は
一
ヶ
月
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
設

け
て
よ
り
深
く
み
教
え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
講
習
会
や
通
信
教
育
の
受
講
を
推
奨

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
開
教
使
の
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
信
徒
の
人
材
育
成
を
推
進
し
て 長崎の平和の鐘
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い
ま
す
。

ま
た
、
附
属
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
全
生

徒
三
三
〇
人
が
週
一
回
、
各
学
年
で
本
堂
に
参

拝
す
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に
、
六
大
法
要
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
恒
例
法
要
の
時
に
、
こ
の
三
百

人
が
一
堂
に
本
堂
に
参
拝
す
る
の
は
圧
巻
で

す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
入
園
申

込
み
が
多
く
、
空
席
待
ち
の
状
態
で
す
。
生
徒

た
ち
は
、
ま
た
近
年
開
設
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
教
団

設
立
の
米
国
で
初
め
て
の
仏
教
系
高
校
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
高
校
へ

継
続
し
て
、
進
学
し
て
ゆ
き
ま
す
。
本
高
校

は
、
よ
り
多
く
の
若
者
に
仏
教
を
基
軸
と
し
た

教
育
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
宗
派
及
び
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
支
援
の
も
と
新
校
舎
を
建
設
し

て
お
り
、
こ
の
八
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

・「
社
会
へ
の
貢
献
」

開
か
れ
た
本
願
寺
を
標
榜
し
、
二
十
年
前
か

ら
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
ー
ナ
」
の
名
の
も

と
、
高
齢
者
の
手
助
け
援
助
の
奉
仕
活
動
を
行

い
、
ま
た
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
ミ
ス
」
の
名

本派本願寺ハワイ別院
HONPA HONGWANJI HAWAII BETSUIN

1727 Pali Highway, Honolulu, HI 96813 U.S.A.

の
も
と
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
宿
泊
と
食

事
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
低
所

得
の
家
族
の
た
め
に
、
昼
食
を
提
供
す
る
な

ど
、
社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
ま
す
。

・「
平
和
・
環
境
問
題
」

「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
と
い
わ
れ
る
「
宗

派
を
超
え
た
」
活
動
と
し
て
、
他
宗
教
の
方
々

と
と
も
に
平
和
に
つ
い
て
対
話
を
行
い
、
礼�

�

拝�
�

を
し
、
と
も
に
平
和
を
分
か
ち
合
う
。
具
体
的

な
例
と
し
て
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
の
日
に
は

ハ
ワ
イ
別
院
か
ら
「
長
崎
の
平
和
の
鐘
」
が
あ

る
所
ま
で
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
（
平
和
の
行
進
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
本
願
寺
」
の
名

の
も
と
、
ア
ー
ス
デ
ー
（
地
球
の
日
）
を
設
け

て
、「
勿�

�

体�
�

な
い
バ
ッ
グ
」
を
各
人
が
持
ち
自

分
が
使
う
コ
ッ
プ
や
皿
、
箸
を
持
っ
て
来
て
で

き
る
だ
け
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
地

球
環
境
に
優
し
い
対
策
を
促
進
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
ハ
ワ
イ
別
院
輪
番
萩
尾
豊
一
）

ハ
ワ
イ
開
教
区
全
般
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
『
宗
報
』
七
月
号
及
び
八
月
号
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
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